
歯牙破折を体系的にまとめた類書は少ない。歯牙破折には、様々な

タイプがあり、診断の間違いは適切でない治療法の選択につながり、

破折歯牙の寿命に直接影響がでます。本書は、垂直性・水平性歯牙

破折において分類を明確化し、各カテゴリーにおいて診査・診断・治

療について、エビデンスに基づいた具体的な解説を行っています。

最後の第4章では、実際の対応をイメージしていただくため、症例集と

してできるだけ多くの症例も掲載、今後の臨床におけるアプローチの

参考になれば幸いです。
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世界の標準的なガイドラインと歯内療法専門医の臨床から学ぶ

世界標準は、歯牙破折にどう対応するのか？
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